
パンダの赤ちゃんの名前が〝楓浜（ふうひん）〟に決まりました

人々の想いが宿る和歌山の遺産
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九度山・慈尊院境内に佇むお地蔵様たち。女性達の幸せを祈っているような和やかな顔立ちに癒される。

和 歌 山には文 化や景 観だけでなく、技 術や民 俗 風 習など

未 来に継 承すべき様々な遺 産がある。

それらは単 独で存 在している訳ではなく、

和 歌 山の自然や気 候のなかで育まれ、

影 響しあい、存 在し続けてきた。

そしてそこには、

和 歌 山の遺 産を守ってきた人々の想いが込められている。

特  
集

人々の想いが宿る和歌山の遺産

Wakayama Wakayama Heritage Heritage SSiteite



　

漁
や
農
耕
な
ど
日
々
の
生
活
を
通

じ
、
自
然
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
生
き
て
き
た
日
本
人
。
豊
か
な

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
ま
た
脅
威

や
神
秘
性
に
対
面
し
て
は
畏
怖
を
抱

い
て
き
た
。
そ
う
し
た
自
然
崇
拝

は
、
一
木
一
草
に
い
た
る
ま
で
神
仏

が
宿
る
と
い
う
日
本
独
自
の
山

岳
信
仰
と
な
る
。
そ
し
て
今
か

ら
お
よ
そ
１
４
０
０
年
前
の
飛

鳥
時
代
。〝
役
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
〟を
開
祖
と

す
る〝
修し
ゅ
げ
ん
ど
う

験
道
〟が
、和
歌
山
と

大
阪
・
奈
良
に
広
が
る
葛
城
の

山
中
で
誕
生
す
る
。〝
修
験
道
〟

と
は
、山
に
籠
も
り
厳
し
い
修

行
を
行
う
こ
と
で
悟
り
を
得
る

宗
教
で
、山
岳
信
仰
を
中
心
に
神
道

や
仏
教（
密
教
）だ
け
で
な
く
民
間
信

仰
ま
で
も
が
習
合
さ
れ
た
極
め
て
稀

な
も
の
だ
っ
た
。

　
〝
役
行
者
〟が
、生
ま
れ
故
郷
近
く

で
あ
る
葛
城
山
中
で
修
行
を
始
め
た

の
が
18
歳
の
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
行
者
に
よ
り
法
華
経
が
埋

納
さ
れ
た
と
い
う
28
の
経
塚
を
は
じ

め
、滝
や
巨
石
、
寺
社
や
祠
な
ど
を

巡
る
修
行
と
そ
の
行
場
を
総
称
し
て

〝
葛
城
修
験
〟と
呼
ぶ
。
さ
ら
に〝
葛
城

修
験
〟は
、世
界
遺
産
で
あ
る
吉
野
・
大

峯
と
並
ぶ〝
修
験
の
二
大
聖
地
〟と
さ

れ
、修
験
者
た
ち
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
行
場
で
あ
り
、
必
ず
修
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
地
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
行
程
は
葛
城
山
脈
を
伝
う

よ
う
に
１
１
２
㎞
に
も
及
び
、
日
本

最
大
の
断
層
で
あ
る
中
央
構
造
線
に

重
な
る
。
そ
こ
は
荒
々
し
く
も
地
球

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
エ
リ
ア
。

自
然
崇
拝
を
源
の
ひ
と
つ
と
す
る〝
修

験
道
〟が
こ
こ
を
神
聖
な
場
所
と
し
た

こ
と
も
容
易
に
納
得
で
き
る
。

　

山
岳
修
行
を
行
う〝
修
験
道
〟に
は

珍
し
く
、〝
葛
城
修
験
〟は
和
歌
山
市
・

加
太
沖
、紀
淡
海
峡
に
浮
か
ぶ
虎
島
の

〝
序じ
ょ
ほ
ん
く
つ

品
窟
〟を
始
ま
り
と
す
る
。虎

島
は
友
ヶ
島
を
構
成
す
る
四
島
の

う
ち
の
一
つ
で〝
序
品
窟
〟は
、そ

の
南
端
に
ひ
っ
そ
り
と
口
を
開
け

て
い
る
狭
い
岩
穴
。
頭
を
ぶ
つ
け

そ
う
に
な
り
な
が
ら
中
に
入
る
と

〝
妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一
〟
と
彫

ら
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
そ
の
前
で

修
験
者
た
ち
は
経
を
あ
げ
、
碑ひ

で伝

を
傍
ら
に
置
い
て
い
く
。
そ
し
て
岩

穴
内
に
反
響
す
る
波
の
音
に
促
さ
れ

る
よ
う
に
先
に
進
み
、反
対
側
の
岩
穴

か
ら
水
面
輝
く
外
へ
と
出
る
。

　

そ
れ
は
修
験
の
始
ま
り
で
あ
り
、

人
生
を
な
ぞ
る
擬
死
再
生
の
セ
レ
モ

ニ
ー
の
よ
う
で
も
あ
る
。

S p e c i a l  I n t e r v i e w
【那智山青岸渡寺副住職●高

たかぎりょうえい

木亮英】
明治元年に神仏分離令が出され、明治５年に修験道は禁止されましたが、日本
人の信仰心まで禁止することはできませんでした。我々の家には神棚もあれば
仏壇もあります。世界を見渡すと宗教の違いにより様々な争いが起きています
が、日本ではそういった争いは起きていません。修験道の誕生はお互いを認め
合う、日本人の寛容性や多様性があってこそだと思います。修験道復活のため
に、昭和63年から熊野修験を、平成６年から葛城修験を再開しましたが、ど
ちらもその行程は非常に過酷で大変な修行です。参加者の中には〝２度と来る
もんか！〟といった人もいますが、そんな人ほど思いは強く、何度も来るんで
す。山に入って死ぬほどの思いをしながらも、修行を終えると生き返る。それ
こそが擬死再生であると考えます。大自然の中では全ての人の存在は平等なん
です。修験道とは理論理屈より実践や体験を大切にしています。自然の中で人
間性を取り戻すこと。それは仏性を得るということです。

〝
葛
城
修
験
〟と
は
、〝
役

行
者
〟が
法
華
経
を
１

品
ず
つ
埋
納
し
た
と
い

う
28
の
経
塚
と
、
滝
や

巨
岩
、
縁
の
寺
社
を
巡

り
な
が
ら
行
う
修
行
や

行
場
の
総
称
で
あ
る
。

01＞加太沖合に浮かぶ虎島。地ノ島
や神島、沖ノ島も含め友ヶ島という。
画面中央下部に観念窟がありその上
部に五所の額、左端に序品窟がある。
02＞加太・北の浜で行われた採燈大
護摩供。03＞虎島の断崖絶壁に刻ま
れた〝五所の額〟。紀州初代藩主の徳
川頼宣の命により、江戸時代の儒者で
ある李梅渓（りばいけい）が島内にあ
る5つの行場名を刻んだもの。04＞葛
城修験の始まりの地、序品窟。見逃し
てしまうほどその入り口は狭い。

役行者像五所の額

観念窟

地ノ島

虎島
神島

沖ノ島

序品窟

葛か

つ

ら

ぎ城
修
験
。
そ
れ
は
、

和
歌
山
の
海
か
ら
始
ま
る

日
本
最
古
の
修
験
の
道

修験とは、全ての多様性を認める
日本人の心が生み出した宗教

0203

04

01
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【丹
に う つ ひ め

生都比売神社宮司●丹
に う

生晃
こういち

市】
当社は、応神天皇の寄進により、古代紀伊山地の北西部一帯を神領地としていま
した。弘法大師に真言密教の根本道場の地・高野山を授け、神仏の融合した日本
人の祈りの源泉があると世界遺産に登録されています。明治維新の神仏分離まで
は、神職・僧侶等総勢56人で守られ、周囲には堂塔が立ち並び護摩焚きも行われて
いました。修験道との関わりも深く、僧侶は当社の御神体を背負って葛城修験28宿
を巡りました。帰社時の祭りが〝神還祭（じんかんさい）〟として今も残り、境内に
は役行者の祠、大峯修験者の護摩供の碑伝も現存します。鎌倉・室町時代には神
輿は紀の川を下り、河口の玉津島神社まで神幸していました。大和朝廷成立後、
当時の都から見ると和歌山と大阪と奈良の県境にある葛城山脈は身近な神々の山
で、修験道はじまりの地となったのも自然のことだと思います。また、紀の川は
古くからの水上交通路で、奈良と大阪を繋ぎました。この地は、まさに人々の営
みと多様な神仏への祈りの形の交わるところです。

S p e c i a l  I n t e r v i e w

01＞中津川では今も八ツ目草鞋作り
が受け継がれている。02＞物静かに
歴史を語りかける中津川行者堂。03＞
「昔は行者堂近くに集落があったんで
すよ」と語る西野さん。今でも代わり
代わりに草刈りをしたり掃除をしたり
とお世話を続けている。04＞行者堂か
らさらに奥まったところにある〝熊野
神社〟。役行者により開かれたと言わ
れ、古くは行者堂前でなく熊野神社前
で護摩供が行われていた。熊野修験
と葛城修験の関係の深さが見える。

碑伝（ひで）とは、修験者たちが、自
らの修行の証しとして山中の行場
に納める木札のこと。名前と年月
日や願文などが書かれている。

中津川行者堂　住所／紀の川市中津川地内

前鬼谷の里人たちが
守り伝えてきた
葛城修験の聖地、中津川

葛城山脈と紀の川は、人々の営みと
神仏への祈りの交わるところ。

7月 18日「神還祭」　今年は「葛城修験」日本遺産登録 1周年記念行事として、京都聖護院修験者による大護摩供も行われます。

日本遺産　葛城修験
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人
の
住
む
集
落
に
近
く
、
ま
た
そ

の
里
人
た
ち
も
積
極
的
に
修
験
者

と
関
わ
っ
て
き
た〝
葛
城
修
験
〟。
中

で
も〝
葛か
つ
ら
ぎ
ち
ゅ
う
だ
い

城
中
台
〟と
呼
ば
れ
、
葛

城
修
験
の
中
心
地
と
さ
れ
て
き
た

の
が
紀
の
川
市
中
津
川
一
帯
で
あ

る
。
そ
の
辺
り
は
前ぜ
ん
き
だ
に

鬼
谷
と
い
い
、

特
に
役
行
者
と
関
り
の
深
か
っ
た

里
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の

子
孫
た
ち
は
西
野
、前
阪
、亀
岡
、中

川
、中
井
姓
を
名
乗
り
五ご

き

け
鬼
家
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
の
代
表
で
あ
る
老お
い
ぶ
ん分

と
極
楽

寺
の
世
話
役
を
中
心
に
、
里
人
た

ち
は
行
者
堂
で
の
護ご

ま

く
摩
供
の
準
備

や
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
、
修
験
者

の
接
待
を
代
々
続
け
て
き
た
。

　

神
仏
分
離
令
に
続
き
明
治
5
年

に
は
修
験
宗
廃
止
令
が
発
出
さ
れ
、

廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ
り
仏
像
や
修
験
道
に

関
す
る
も
の
の
多
く
が
排
除
さ
れ

た
。
し
か
し
修
験
道
の
歴
史
は
、
途

切
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
後
も
続
い

た
。「
こ
の
村
に
住
む
者
に
と
っ
て
、

修
験
者
た
ち
へ
の
接
待
は
当
た
り
前

の
こ
と
。
そ
れ
が
修
験
道
と
寄
り

添
っ
て
き
た
前
鬼
谷
の
歴
史
で
す
。

今
は
も
う
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
昔
は
修
験
者
へ
無
償
提
供
す
る

た
め
の
草
鞋
を
家
の
軒
下
に
下
げ
て

い
ま
し
た
。
修
験
者
が
歩
く
山
道
は

険
し
く
、
普
通
の
草
鞋
で
は
１
日
も

保
た
な
い
の
で
す
が
、
中
津
川
の
草

鞋
は
八や
つ
め
わ
ら
じ

ツ
目
草
鞋
と
い
い
、
周
囲
に

八
つ
の
結
び
目
が
あ
り
、
丈
夫
で
特

別
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
山
伏
16

道
具
と
呼
ば
れ
る
装
具
の
ひ
と
つ

で
、
そ
の
草
鞋
を
履
き
修
行
す
る
と

い
う
こ
と
は
、仏
像
が
八は
ち
よ
う
れ
ん
げ

葉
蓮
華
の

台
に
乗
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
神

聖
な
姿
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
と

語
る
の
は
五
鬼
家
の
ひ
と
り
で
あ

る
西に
し
の
は
つ

野
初
雄お

さ
ん
。

　

ま
た
葛
城
修
験
の
修
行
を
行
う

京
都
の
聖
護
院
は
、
山
伏
の
位
階

を
授
け
る〝
葛
か
つ
ら
ぎ
か
ん
じ
ょ
う

城
灌
頂
〟と
い
う
重

要
な
儀
式
を
、こ
の
中
津
川
行
者
堂

で
不
定
期
に
開
催
し
て
き
た
。
そ

れ
は
夜
間
に
執
り
行
わ
れ
、
関
係

者
以
外
の
立
ち
入
り
や
撮
影
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
秘
密
の
儀
式
で
あ

る
。
そ
ん
な
重
要
な
行
場
を
管
理

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
中
津
川
は

聖
護
院
の
宮
よ
り
官
名
を
賜
っ
た

と
い
う
。「
当
時
の
官
名
は
特
別
な

も
の
で
、
中
津
川
の
村
は
年
貢
も

免
除
さ
れ
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
江
戸
時
代
で
は
関

所
の
通
過
な
ど
で
も
か
な
り
優
遇

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」。

　

樹
々
が
生
い
茂
る
そ
の
里
と
そ

こ
に
住
む
里
人
た
ち
の
記
憶
に

は
、
ど
こ
に
も
な
い
歴
史
が
息
づ

い
て
い
た
。　
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女人堂　住所／伊都郡高野町高野山709 慈尊院　住所／伊都郡九度山町慈尊院832　

　

高
野
七
口
の
ひ
と
つ
京
き
ょ
う
お
お
さ
か
み
ち

大
坂
道
の

不ふ
ど
う
ざ
か
ぐ
ち

動
坂
口
に
唯
一
残
る
女に
ょ
に
ん
ど
う

人
堂
。
暗

く
な
る
と
明
か
り
が
灯
さ
れ
る
大
灯

籠
の
向
こ
う
側
は
、
開
創
以
来〝
女

人
禁
制
〟が
守
ら
れ
て
い
た
高
野
山

の
境
内
地
で
あ
る
。と
は
い
え
、女
性

の
入
山
だ
け
が
禁き
ん
き忌
で
あ
っ
た
の
で

は
な
く
、明
治
39
年
ま
で
魚
や
肉
の

販
売
か
ら
歌か
ぶ
お
ん
ぎ
ょ
く

舞
音
曲
を
な
す
こ
と
や

車
の
通
行
、子
供
が
生
活
す
る
こ
と

さ
え
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　

高
野
山
の
庶
務
を
行
う
政
所
と

し
て
創
建
さ
れ
た
慈じ
そ
ん
い
ん

尊
院
。
空
海

の
母
・
玉た
ま
よ
り
ご
ぜ
ん

依
御
前
は
、
女
人
禁
制
で

あ
る
高
野
山
に
入
山
で
き
ず
滞
在

し
て
い
た
慈
尊
院
で
入
滅
し
、
空

海
に
よ
り
ご
廟
が
建
立
さ
れ
た
。

そ
の
母
と
子
の
関
係
を
慕
い
、
多

く
の
女
性
た
ち
が
訪
れ〝
女
人
高

野
〟と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
高
野
山
へ
の
入
口
は
七
つ
あ

り
、
そ
こ
に
通
じ
る
道
も
含
め
て

高
野
七
口
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
女
人
堂
が
あ
り

ま
し
た
が
、質
素
な
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
不
動
坂
口

女
人
堂
は
表
参
道
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
特
に
立
派
な
造
り
で
、
山
之

坊
と
い
う
宿
泊
施
設
も
併
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
」と
案
内
い
た
だ
い

た
の
は
総
本
山
金
剛
峯
寺
の
山
口

文
章
さ
ん
。

　

不
動
坂
口
女
人
堂
は
小
杉
と
い

う
女
性
が
蓄
財
し
て
建
て
た
の
が

始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
女

人
堂
前
に
立
つ
立
派
な
地
蔵
尊

は
、
お
竹
と
い
う
女
性
が
建
て
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
険
し
い
道
を

登
り
、
境
内
へ
の
参
拝
が
叶
わ
な

か
っ
た
女
性
た
ち
。
そ
れ
で
も
、

少
し
の
時
間
さ
え
も
弘
法
大
師
空

海
の
近
く
に
い
た
い
と
い
う
女
性

達
の
想
い
は
、
現
在
も
お
大
師
信

仰
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

女
人
堂
で
夜
を
明
か
し
尾
根

伝
い
に
女
人
道
を
歩
く
。「
今
ほ

ど
樹
々
が
茂
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
枝
の
間
か
ら
高
野
山
内
を

遥よ
う
は
い拝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

朝
霧
に
包
ま
れ
朱
色
に
輝
く
壇
上

伽
藍
の
根
本
大
塔
。
数
十
万
基
の

供
養
塔
が
立
つ
奥
之
院
。
そ
し
て

弘
法
大
師
空
海
が
眠
る
御ご
び
ょ
う廟
。
全

盛
期
は
数
千
も
の
塔
頭
寺
院
が
立

ち
並
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
境

内
。
そ
の
姿
は
金
剛
峯
寺
を
中
心

に〝
蓮
の
花
〟に
も
例
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
こ
そ
本
当
に
、
山
上
は

浄
土（
天
国
）だ
と
思
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
」。

　

女
人
道
。
そ
こ
は
女
性
達
の
あ

つ
い
信
仰
の
道
で
あ
り
、
山
上
に

広
が
る
極
楽
浄
土
を
眺
め
ら
れ
る

特
等
席
だ
っ
た
。

【総本山金剛峯寺宗務総長公室長●山
やまぐちぶんしょう

口文章】
真言密教とは〝人々に幸せを感じるための方法を教える〟または〝体感する〟宗教
です。ですからその場所から得られるパワーは重要で、空海は高野山から感じる
神聖で神秘的な力をお借りしたいと思ったのでしょう｡ 真言密教とは別に弘法
大師空海を慕う〝お大師信仰〟というものがあります。江戸時代になると平和に
なり、女性の旅も安全になりました。信仰心のあつい女性達はお山に登り、女
人堂で一夜を過ごした後、女人道から山内を遥拝しました。そして高野山の旅
から戻った女性達は「高野山の山上で浄土（天国）を見た」と感激を口にしたに違
いありません。それがまた神秘性を高め、お大師信仰をさらに広げた要因のひ
とつであったことでしょう。今は高野山にも女性の僧侶や高野山大学で学ぶ女
性も多くいます。女人道を歩くと今も女性達が祈りを捧げたお地蔵様などが所々
に残されています。それは、女性達の強い信仰心の証なのです。

S p e c i a l  I n t e r v i e w

女性たちが見た
山上に広がる浄土の世界

高野山は、神秘的な力と
女性の強い信仰心に満ちている。

日本遺産　女人高野

02

01

01＞不動坂口の巨大な石灯籠が灯る。
女性達の山内への憧れが哀愁となって
感じられるひととき。02＞大門近くの女
人道に重なるように建てられた鳥居。
03＞今も女性達の参拝が絶えない九
度山町の慈尊院。月に九度、空海が母
に会いにきたことから九度山と呼ばれ
るようになったと当院に伝わる。04＞
不動坂口女人堂。左端に建つのが小杉
明神社（こすぎみょうじんしゃ）。女人堂
を建て参詣で訪れた女性を接待してい
た小杉さんが祀られている。

女人高野と呼ばれる慈尊
院の乳房型絵馬。

不動坂口女人堂前に建つ〝お竹地蔵〟
は江戸時代、横山竹（よこやまたけ）と
いう女性が30年蓄えたお金で建てられ
たといわれている。高野山上の最大級
の鋳銅製仏像。

0304



燈明崎と鯨土鈴

人々の想いが宿る和歌山の遺産

Wakayama Wakayama Heritage Heritage SSiteite
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高野山根本大塔 熊野古道大門坂

08

世界遺産から７つの日本遺産、
そして世界農業遺産や日本ジオパークまで、

紀伊半島に点在する和歌山の遺産を一挙にご紹介。

世界遺産【紀伊山地の霊場と参詣道】
所在地●新宮市・田辺市・橋本市	  
　　　　かつらぎ町・九度山町・高野町・上富田町・
　　　　白浜町・すさみ町・串本町・那智勝浦町
熊野信仰の中心地である「熊野三山」、真言密教の根本道場
である「高野山」を中心に、三霊場及びそれらを結ぶ「参詣
道」から構成される文化遺産。2004年国内で12番目に
登録された。2016年 10月には、新たに県内 22地点が追
加登録された。

日本遺産【鯨とともに生きる】
所在地●新宮市・那智勝浦町・太地町・串本町
鯨は「一頭で七郷が潤う」といわれるほど莫大な富を
もたらし、熊野灘地域の村々の繁栄を支えた。鯨は海
の彼方より富をもたらす「えびす」という神であり、
捕鯨は人々の生活や心を支える文化だった。

日本遺産【「葛城修験」
－里人とともに守り伝える修験道はじまりの地】
所在地●和歌山市・岩出市・紀の川市
　　　　かつらぎ町・橋本市
修験道の歴史が始まったとされる〝葛城修験〟は、修験
者や地域の人々が大切にしてきた聖地。役行者がはじ
めて修行を積んだ地であり、世界遺産の吉野・大峯と並
ぶ〝修験の二大聖地〟と称される。

日本遺産【絶景の宝庫 和歌の浦】
所在地●和歌山市・海南市
刻一刻と変化しながら、四季折々の多彩な風景が美しい
和歌の浦。万葉の時代から芸術と文化を育んだ絶景は、
紀州徳川家の藩主達にも愛された。干満によって消え
ては現れる干潟は、今も人々を魅了してやまない。

日本遺産【「最初の一滴」
醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅】
所在地●湯浅町
ユネスコ無形文化遺産に登録され、〝和食〟の原点
ともいえる〝醤油〟。その醤油醸造発祥の地である
湯浅町では、今も昔ながらの製法で醤油が作られ
ており、今もその町並みには歴史が感じられる。

日本遺産【「百世の安堵」
～津波と復興の記憶が生きる広川の防災遺産～】
所在地●広川町
安政の津波から村人を救った濱口梧陵の活躍は、小泉八
雲によりA Living Godとして世界に発表され、「稲むら
の火」の物語として語り継がれている。津波が起きた11
月5日は、国連により「世界津波の日」として定められた。

日本遺産【1300年つづく日本の終活の旅
～西国三十三所観音巡礼～】
所在地●那智勝浦町・和歌山市・紀の川市
日本で最初の巡礼である西国三十三所観音巡礼は、日
本人が 1300 年もの間続けてきた自分の人生に向き合
う旅である。那智山青岸渡寺が第一番札所、紀三井寺
が第二番札所、粉河寺が第三番札所。

日本遺産【女性とともに今に息づく女人高野
～時を超え、時に合わせて見守り続ける癒しの聖地～】
所在地●高野町・九度山町
開山より約1100年続いた高野山の女人禁制。しかし
それは女性達の信仰心を妨げるものではなかった。九
度山の慈尊院。高野七口に建てられた女人堂。それらを
つなぐ女人道。全てに女性達の想いが込められている。
　　　　　　　　　　

世界農業遺産【みなべ・田辺の梅システム】
所在地●みなべ町・田辺市
日本一の梅の生産地として有名なみなべ・田辺地域。
養分に乏しく礫質で崩れやすい斜面を利用して薪炭林
を残しつつ梅林を配置し、400 年にわたり高品質な梅
を持続的に生産してきた農業システムがそこにあった。
　　　

日本ジオパーク【南紀熊野ジオパーク】
所在地●新宮市・白浜町・上富田町・すさみ町・那智勝浦町
　　　　太地町・古座川町・北山村・串本町
プレートの沈み込みに伴って生じた３種類の大地。そ
れらが作る独特の景観や温暖湿潤な気候がもたらす多
種多様な動植物。そこから熊野信仰が生まれ、独特の
文化が育まれてきた。地球の膨大な力を感じてみたい。

●熊野本宮大社

●湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区

熊
野
参
詣
道

紀
伊
路

熊
野
参
詣
道

大
辺
路

熊
野
参
詣
道

中
辺
路

熊
野
参
詣
道

小
辺
路

熊
野
参
詣
道

伊
勢
路

高
野
参
詣
道

大
峯
奥
駈
道
　

広村堤防●

粉河寺●

中津川行者堂
●

●
紀三井寺

●
和歌の浦

●総本山金剛峯寺

丹生都比売神社●
慈尊院●

熊野那智大社●
那智山青岸渡寺●

●紀州石神田辺梅林

●南部梅林

●燈明崎

●橋杭岩

●
フェニックス褶曲

熊野速玉大社●

南紀熊野●
ジオパークセンター

広村堤防

中津川行者堂

不動坂口女人堂

紀州石神田辺梅林と南高梅

フェニックス褶曲湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区

夕焼けに染まる観海閣（P16・17参照）

橋杭岩

那智山青岸渡寺

11   nagomi  nagomi   10



仁
坂
知
事（
以
下
仁
坂
）●
山
口
さ
ん
は
世
界

１
７
０
カ
国
以
上
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
日
本
法
人
の
社
長
で
す
が
、旧
那
賀

郡
桃
山
町（
現
紀
の
川
市
）出
身
で
、ご
実
家
は

代
々
農
業
を
営
ん
で
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。ま
ず
は
故
郷
の
思
い
出
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

山
口
明
夫（
以
下
山
口
）●
桃
の
産
地
と
し
て
有

名
な
桃
山
町
生
ま
れ
で
、
実
家
は
桃
だ
け
で
な

く
み
か
ん
や
米
も
作
る
農
家
で
す
。
両
親
や
祖

父
母
、
曽
祖
母
ま
で
も
が
土
日
も
な
く
働
い
て

い
た
の
で
、
小
さ
い
頃
は
父
母
た
ち
が
働
く
桃

畑
や
田
ん
ぼ
、
川
や
山
と
い
っ
た
和
歌
山
の
自

然
の
中
で
友
達
と
毎
日
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
高
校
生
の
頃
か
ら
理
系
に
興
味
を
持
ち
ま

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関

連
を
目
指
し
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

仁
坂
●
そ
の
後
、
大
阪
に
あ
る
理
系
の
大
学
に

進
学
さ
れ
ま
す
。

山
口
●
当
時
は
よ
う
や
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

い
う
言
葉
が
入
っ
て
き
た
時
代
で
す
。大
学
で

初
め
て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触

れ
、〝
こ
れ
は
何
だ
か
凄
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

な
〟っ
て
直
感
し
ま
し
た
。と
は
い
え
農
家
の
長

男
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
し
た
ら

和
歌
山
に
戻
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
大

学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
学
生
生

活
の
中
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
教
わ
っ
た

の
は〝
働
く
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
〟と
い
う
こ
と
。

と
い
う
の
も
職
場
で
知
り
合
う
方
々
が
み
ん
な

良
い
人
な
ん
で
す
ね
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
社
長
に

就
任
し
た
こ
と
を
あ
る
新
聞
で
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
見
た
学
生
時
代
の

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
店
長
が
、店
頭
に
そ
の
記
事

を
貼
り〝
お
め
で
と
う
〟と
書
き
加
え
た
写
真
を

送
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら

も
、私
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
嬉
し
く
思
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
の
存
在
に
感
動
し
ま
し
た
。

時
代
の
最
先
端
を
駆
け
る

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
存
在
価
値

仁
坂
●
そ
し
て
大
学
卒
業
後
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に

入
社
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
当
時
か

ら
理
系
学
生
に
一
番
の
人
気
企
業
で
あ
り
超
難

関
で
し
た
。

山
口
●
大
学
の
教
授
か
ら
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
人
気
も
あ
る
が
厳
し
い
と
こ

ろ
だ
と
い
う
評
判
も
聞
い
て
い
た
の
で
、
一
度

は
断
っ
た
く
ら
い
で
す（
笑
）。ま
さ
か
そ
の
後
、

30
数
年
も
こ
の
会
社
で
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
と
は
、
そ
の
当
時
は
全
く
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

仁
坂
●
そ
し
て
２
０
１
９
年
に
社
長
に
就
任
さ

れ
、世
界
を
代
表
す
る
I
T
企
業
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
す
で
に
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

和歌山県北部紀の川沿いに位置する紀の川市
桃山町。西日本最大級の桃の産地で全国的に
も有名な〝あら川の桃〟の生まれ故郷。500戸
ほどの桃農家が密集し、3月下旬から 4月上旬
にかけて桃の花が一斉に咲き誇り、あたりは甘
い香りにつつまれる。

今
こ
そ
、地
方
が
活
躍
で
き
る

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
未
知
の
敵
と
対
面
し
、世
界
は
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
直
面
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
悲
劇
だ
け
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
都
市
と
地
方
の
再
構
築
の
チ
ャ
ン
ス
。

今
こ
そ
和
歌
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
認
知
を
広
め
、新
し
い
時
代
の
舞
台
へ
と
変
身
す
る
時
機
で
あ
る
。

知
事
対
談

日
本
I
B
M

代
表
取
締
役
社
長

和
歌
山
県
知
事

山
口
明
夫
　
仁
坂
吉
伸

13   nagomi  nagomi   12



ら
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
口
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
ま
ず

最
初
に
行
っ
た
の
は〝
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
価
値
〟の

整
理
で
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
共
に
、

そ
れ
を
活
用
し
社
会
に
役
に
立
つ
解
決
策
を
提

供
し
て
い
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
世
界
中
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。一
つ
は
、そ
の
素
晴
ら
し
い
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を〝
日
本
に
持
っ
て
来
る
〟こ
と
。
そ
し

て
も
う
ひ
と
つ
は
逆
に
日
本
企
業
の
素
晴
ら
し

い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を〝
世
界
中
に
広
げ
る
〟こ

と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は〝
自
分
た
ち
が
何

者
で
あ
る
か
〟と
い
う
こ
と
を
日
本
中
に
広
め
、

ま
た〝
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
何
を
し
て
い
る
の
か
〟と

い
う
こ
と
を
世
界
中
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
知
ら
せ
る
こ

と
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

仁
坂
●
実
は
、
通
商
産
業
省（
現
経
済
産
業
省
）

時
代
の
80
年
頃
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
担
当
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
方
を
中
心
に
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
当

時
、
自
分
に
課
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

会
社
の
養
成
で
し
た
。
そ
の
当
時
か
ら
情
報
化

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
制
度
づ
く
り
一
つ
に

し
て
も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
推
進
役
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
し
た
し
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
開
発
で
も
Ｉ
Ｂ

Ｍ
は
大
き
な
壁
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
の
企
業
が
よ
う
や
く
追
い

つ
い
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
一
足
早
く
時
代

の
変
化
を
読
ん
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー（
PC
）部
門
を
手
放
し
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
主
軸
と
す
る
会
社
に
変
身
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｂ

Ｍ
は
世
界
を
先
駆
け
て
い
る
企
業
で
し
た
。
そ

ん
な
世
界
の
中
で
山
口
さ
ん
は
社
長
に
な
っ
た

訳
で
す
か
ら
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
大

変
な
の
は〝
日
本
な
ら
で
は
の
特
性
〟が
あ
り
ま

す
。
欧
米
だ
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
自
分
の
仕
事

を
合
わ
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
日
本
の
企
業

は
自
分
の
仕
事
の
方
法
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。
そ

ん
な
日
本
独
特
の
特
性
の
中
で
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

は
う
ま
く
調
和
を
と
っ
て
、
や
っ
て
い
く
と

い
っ
た
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
な
が
ら
発
展
し

て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口
●
本
当
に
お
詳
し
い
ん
で
す
ね
。
私
の
苦

労
を
そ
の
ま
ま
、
お
話
い
た
だ
い
た
感
じ
で
す

（
笑
）。
日
本
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
々
は
も
ち
ろ

ん
素
晴
ら
し
い
方
が
多
い
の
で
す
が
、
日
本
の

商
習
慣
と
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
の
か
と
い
う
の
が
、

私
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
だ
け
で
な
く
、

ニ
ー
ズ
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
重
要
な
ん
で
す

ね
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
提

案
し
て
も
、
日
本
の
お
客
様
か
ら
言
わ
れ
る
こ

と
だ
け
に
対
応
し
て
も
価
値
が
な
い
。
お
客
様

の
こ
と
を
本
当
に
理
解
し
、
３
年
先
５
年
先
の

こ
と
を
考
え
て
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
私

た
ち
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
解
決
策
が〝
お
客
様

の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
〟
と
い
う
こ
と
と
、

〝
社
員
が
本
当
に
輝
い
て
働
け
る
の
か
〟
と
い

う
こ
と
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
常

に
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
変
換
点
を
迎

え
た
日
本
社
会
の
方
向
性

仁
坂
●
今
、
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
中
で
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
な
ど
と
言
わ
れ
る
社
会
に
お

い
て
、
感
染
の
抑
制
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
経
済

と
生
活
を
守
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
粛
だ
け
だ
と
経
済
や
生
活
が
破
壊
さ
れ
て

し
ま
う
た
め
、
感
染
の
抑
制
に
は
保
健
医
療
行
政

で
頑
張
り
、
経
済
と
生
活
は
で
き
る
だ
け
制
限
を

か
け
ず
に
と
い
う
こ
と
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
大
い
に
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
テ
レ
ワ
ー

ク
を
し
て
み
た
ら〝
東
京
に
一
極
集
中
す
る
必
要

が
意
外
と
な
か
っ
た
〟と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ

目
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
寸
断
し
た
こ
と
か

ら
も
国
際
分
業
を
コ
ス
ト
だ
け
で
進
め
て
は
い

け
な
い
と
い
う〝
製
造
拠
点
の
国
内
回
帰
の
必
要

性
〟。
そ
し
て
三
つ
目
は〝
オ
ン
ラ
イ
ン
の
重
要
性
〟

で
す
。
例
え
ば
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
対
面
よ
り
も

い
い
面
も
あ
る
と
か
、
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
大
き

な
認
識
の
変
化
に
よ
り
、
和
歌
山
の
よ
う
な
地
方

都
市
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

山
口
●
知
事
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
通
り
で
、
既

存
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
上
手
く
活
用
す
れ
ば
、

世
の
中
を
変
え
ら
れ
る
と
多
く
の
人
が
感
じ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
態
を
ど
う
理
解
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
本
当
に

難
し
い
け
れ
ど
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
企
業
が
テ
レ

ワ
ー
ク
等
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
毎
日
会

社
に
通
う
必
要
が
な
く
な
り
、東
京
都
外
に
引
っ

越
し
た
り
、
介
護
や
育
児
な
ど
で
時
間
的
制
約

か
ら
長
時
間
会
社
で
働
け
な
か
っ
た
人
た
ち
と
、

出
張
も
で
き
お
客
様
と
対
面
し
バ
リ
バ
リ
仕
事

を
し
て
い
た
人
た
ち
と
の
差
が
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
研
修
会
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
で
は
情
報
を

得
や
す
く
地
方
で
は
得
難
い
と
い
う
情
報
格
差

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
皆

が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
競
争
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
本
当
の
実
力
主
義
と
い
う
か
、
働

く
環
境
の
平
等
化
が
進
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

時
代
の
先
を
見
据
え
て

仁
坂
●
和
歌
山
県
内
の
白
浜
町
や
田
辺
市
、
和
歌

山
市
な
ど
で
は
、
以
前
か
ら
首
都
圏
等
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
面
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
必
要
な
全
国
屈
指

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
良
さ
な
ど
か
ら
、
多
く

の
I
C
T
企
業
が
来
始
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
特

に
白
浜
町
な
ど
は
海
や
温
泉
を
は
じ
め
、
世
界
遺

産
で
あ
る
熊
野
古
道
に
も
近
い
の
で
非
常
に
人
気

が
あ
り
、
企
業
進
出
だ
け
で
な
く
、
和
歌
山
県
が

全
国
で
初
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
口
●
そ
う
で
す
ね
。
和
歌
山
は
関
西
国
際
空

港
に
も
近
く
、
南
紀
に
は
白
浜
空
港
も
あ
り
、

時
間
的
に
東
京
と
も
近
い
ん
で
す
よ
ね
。

仁
坂
●
そ
う
な
ん
で
す
。
ま
た
空
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
だ
け
で
な
く
、
高
速
道
路
の
利
便
性
も
よ

く
な
り
、
東
京
は
も
ち
ろ
ん
世
界
と
も
繋
が
っ

て
る
ん
で
す
ね
。
都
市
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
や
地
方
で
あ
る
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
差
が

薄
れ
て
い
る
今
、
こ
れ
を
機
に
い
つ
か
は
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
一
部
で
も
和
歌
山
に
来
て
く
れ
な
い
か
な

と（
笑
）。
色
ん
な
可
能
性
が
広
が
る
と
い
う
意

味
で
は
、
面
白
い
世
界
に
な
っ
て
い
く
一
方
で
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
未
来
を
見
据
え
て
、
働

き
か
け
て
行
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
最
後
に
山
口
さ
ん
か
ら
和
歌
山
県
の
今
後

に
期
待
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

山
口
●
和
歌
山
の
良
さ
っ
て
、や
っ
ぱ
り
人
の
温

か
み
だ
と
思
い
ま
す
。昔
、ま
だ
子
供
が
小
さ
い

頃
、車
で
帰
郷
し
和
歌
山
イ
ン
タ
ー
で
降
り
る
時
、

チ
ケ
ッ
ト
を
切
っ
て
く
れ
る
お
じ
さ
ん
が「
よ
う

帰
っ
て
来
た
ね
、お
疲
れ
さ
ん
」と
声
を
か
け
て
く

れ
た
ん
で
す
ね
。あ
の
雰
囲
気
が
た
ま
ら
な
く
好

き
で
す
。他
に
も
パ
ン
ダ
が
生
ま
れ
た
と
か
、そ
ん

な
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
す
ご
く
嬉
し
い
ん
で
す
。

さ
ら
に
は
自
然
も
あ
る
し
果
物
も
美
味
し
い
。今

も〝
和
歌
山
県
民
、和
歌
山
出
身
で
す
〟と
誇
り
を

持
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世

界
は
、
地
理
の
距
離
を
超
え
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
。県
と
し
て
そ
う
い
う
取
組
を
し
っ

か
り
と
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
は
日
本
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
世
界
に
通
じ
、世
界
や
人
類
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
和
歌
山
県
で
今
後
も
あ
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

仁
坂
●
今
後
も
県
外
に
出
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
に
、
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
和

歌
山
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

山口明夫
1964年、旧那賀郡桃山町（現紀の川市）生まれ。2005年に米国ＩＢＭ本社の役員補佐。
2017年より取締役専務執行役員、米国ＩＢＭ本社の経営執行委員に就任。2019年 5月
から日本IBM代表取締役社長に就任。   

知事対談
日本IBM代表取締役社長 和歌山県知事
山口明夫　仁坂吉伸
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わ

か

の

う

ら

か
ん
か
い
か
く

万
葉
集
の
代
表
歌
人
・
山
部
赤
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
万
葉
歌
人
に
愛
さ
れ
た
和
歌
の

聖
地
・
和
歌
の
浦
。
紀
州
徳
川
家
の
藩
主
・
頼
宣
は
海
辺
に
観
海
閣
を
建
立
し
、
名
草

山
に
あ
る
紀
三
井
寺
を
遥
拝
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

美しい 景 色だけでなく
長 い 時 間 の 中 、

歴 史 に 彩られた刹 那 。
そんな感 動 的な和 歌 山 の 風 景 に

出 会 いたい 。

和
歌
の
浦
・
観
海
閣

若
の
浦
に
　

潮
満
ち
く
れ
ば
　

潟
を
な
み

葦
辺
を
さ
し
て
　

鶴
鳴
き
わ
た
る

（
山
部
赤
人
）



紀淡海峡を望む美しい海岸線が魅力の和歌山市加太。マリンレジャー
が楽しめるだけでなく、雛流しで有名な淡嶋神社や、日本遺産「葛城
修験」の関連地など歴史的な魅力も有する町。南海和歌山市駅から、
加太を代表する海の幸「鯛」をイメージした電車が走り、開運電車と人
気を博している。

➊輸入の毛に頼っているといわれる化粧筆。県猟友会女性部では、SDGsの観点から駆除した動物の尻尾を利用し、世界に一つだけの国産のマイ筆を作
る取り組みを進めている。➋加太にある狩猟ポイント。止まっている獲物でなく、動いている獲物に狙いを定めるのが美学と、自分なりのルールで狩猟を行う。
➌狩猟用のベストには、赤はわな、紫は猟銃の狩猟者登録を表す記章をつける決まりがある。➍海や山でアウトドアを楽しむために、加太の自宅に併設されて
いる〝ハンターズイン〟は、家族連れに人気の体験施設。➎猟銃を構え照準を合わせた瞬間に漂う緊張感。目で見るだけでなく、体全体の五感で感じとることが
大切。 

➊普段はエステティシャンと家事をテキパキこなす優しいお母さん。➋ご主人とはコスタリカ共和国で運命の出会い。共
通の趣味であるサーフィンや素潜り等が楽しめる加太を居住地に選んだ。➌狩猟で得たジビエが食卓に並ぶ。溝部家で
は、ジビエ料理は特別ではなく普段の夕食の一品。➍猪肉をミンチにした麻婆豆腐は得意料理。「加太で捕れるイノシシ
は、ミネラルを多く摂取しており美味しいんですよ」。

自宅近くの加太は、森も豊かで海も美しい絶好の猟場。「水産資源保護のために、カワウを駆除することもあります」と溝部さん。

和歌山の自然を駆け回る女性ハンター

女性ハンターの
プライベートは

し
あ
わ
せ
運
ぶ

「
め
で
た
い
電
車
」と

歴
史
あ
る
町
・
加
太

一般社団法人 和歌山県猟友会　女性部　部長 ● 溝
み ぞ べ

部名
な お こ

緒子

　
「
猟
が
解
禁
さ
れ
て
い
る
3
か
月
間
は
、気
持

ち
が
高
揚
し
ま
す
。私
に
と
っ
て
は
大
切
な
仕
事

で
す
か
ら
、少
々
の
悪
天
候
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
に

出
か
け
ま
す
。我
が
家
は
、お
肉
は
買
う
も
の
で

は
な
く
獲
る
も
の
な
ん
で
す（
笑
）」と
、ユ
ー
モ

ア
を
交
え
話
す
溝
部
名
緒
子
さ
ん
。ハ
ン
タ
ー

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、出
産
後
に
崩
し
て
い
た

体
調
が
、猪
肉
を
食
べ
て
良
く
な
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
。そ
れ
で
狩
猟
に
も
興
味
を
持
ち
雉き
じ
う撃
ち

を
見
学
。「
猟
を
間
近
で
見
た
時
の
銃
声
に
心
奪

わ
れ
、狩
猟
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
」。こ
れ
だ

け
を
聞
く
と
、ワ
イ
ル
ド
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か

も
し
れ
な
い
が
、本
職
は
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
。さ

ら
に
は
小
学
5
年
生
と
1
年
生
の
子
育
て
真
っ

最
中
の
マ
マ
で
も
あ
る
。「
子
供
の
頃
、冒
険
の

本
が
大
好
き
で
、見
よ
う
見
ま
ね
で
仕
掛
け
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら
、狩
猟

気
質
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」と
、そ
の

笑
顔
と
華
奢
な
体
か
ら
は
、「
ハ
ン
タ
ー
」と
い

う
言
葉
は
到
底
想
像
で
き
な
い
。

　

活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、和
歌
山
市
内
は
も
ち

ろ
ん
、依
頼
に
応
じ
て
県
内
各
地
に
仲
間
た
ち

と
出
向
く
こ
と
も
。お
気
に
入
り
ス
タ
イ
ル
は

デ
ニ
ム
の
上
下
。時
に
は
気
持
ち
が
上
が
る
ピ

ン
ク
色
の
服
装
で
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。し

か
し
狩
猟
は
1
対
1
の
真
剣
勝
負
。猟
銃
を
構

え
、引
き
金
を
引
く
瞬
間
に
高
ま
る
緊
張
感
。

「
で
も
撃
つ
瞬
間
は
興
奮
を
抑
え
無
心
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」。ま
た
、自
ら
を〝
狩

り
ガ
ー
ル
〟と
称
し
、S
N
S
で
の
情
報
発
信

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、一
般
の
方

や
料
理
人
に
捌
き
方
や
ジ
ビ
エ
料
理
を
教
え

て
い
る
溝
部
さ
ん
。「
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
て

も
、高
齢
化
や
維
持
が
困
難
で
辞
め
る
人
も
多

く
、最
近
は
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
依
頼
が
増
え
て

い
ま
す
が
、捕
獲
を
担
う
狩
猟
者
が
足
り
ま
せ

ん
。も
っ
と
女
性
の
狩
猟
人
口
を
増
や
せ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
県
猟
友
会
女

性
部
で
は
、ア
ラ
イ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
の

毛
を
使
っ
て
化
粧
筆
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

始
め
ま
し
た
」。そ
う
語
る
溝
部
さ
ん
の
横
顔
に

は
、何
事
に
も
積
極
的
な
彼
女
な
ら
で
は
の
行

動
力
が
輝
い
て
見
え
た
。

W a k a y a m a
A c t i v e
W o m a n

一般社団法人　和歌山県猟友会　
住所／和歌山市湊通丁南4-18
電話／073-436-0676
http://wakakai.ec-net.jp/

➊

➊

➋

➋

➌

➌

➍

➍

➎
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お
茶
の
香
ば
し
さ
が
特
徴
の

茶
粥
。
和
歌
山
市
周
辺

で
は
ほ
う
じ
茶
、紀
南
地
方
で
は

番
茶
で
炊
く
こ
と
が
多
い
。ま
た

米
と
お
茶
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
も

の
だ
け
で
な
く
、地
域
や
家
庭
に

よ
っ
て
は
、サ
ツ
マ
イ
モ
や
豆
を
入

れ
た
り
、調
味
料
と
し
て
塩
を
加

え
る
場
合
も
あ
る
。金
山
寺
味
噌

や
梅
干
と
一
緒
に
食
べ
る
と
ま
た

格
別
の
味
わ
い
。平
野
が
少
な
い

和
歌
山
で
貴
重
な
食
材
だ
っ
た

米
を
、お
茶
で
か
さ
増
し
し
て
満

腹
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
と
作
ら

れ
た
茶
粥
は
、県
民
の
知
恵
が
詰

ま
っ
た
伝
統
の
味
。素
朴
で
優
し

い
郷
土
料
理
だ
。

ス
ー
プ
を
飲
み
干
せ
る
ラ
ー
メ

ン
を
作
り
た
い
。１
９
６
７

年
、グ
リ
ー
ン
ソ
フ
ト
で
有
名
な

玉
林
園
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
あ
り
、

ラ
ー
メ
ン
好
き
で
も
あ
っ
た
先
代

社
長
が
、濃
厚
な
ス
ー
プ
の
和
歌

山
ラ
ー
メ
ン
に
対
抗
し
て
生
み
出

し
た
の
が“
て
ん
か
け
ラ
ー
メ
ン
”

だ
。お
茶
屋
だ
か
ら
人
目
を
気
に

せ
ず
食
べ
ら
れ
る
と
多
く
の
女
性

に
ヒ
ッ
ト
し
た
。そ
れ
を
き
っ
か
け

に
、幅
広
い
層
か
ら
人
気
を
集
め

今
や
和
歌
山
県
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー

ド
に
。特
製
ス
ー
プ
に
細
ス
ト
レ
ー

ト
麺
、ふ
わ
ふ
わ
の
天
か
す
と
紅

生
姜
が
醸
し
出
す
絶
妙
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
は
唯
一
無
二
。

❹トッピングの天かすとワカメや紅生姜のコントラストが絶妙。❺お持ち帰り用の“てんか
けラーメン”と“グリーンソフト”。❻「本店では、大きなオリジナルキャラクター・グリンちゃん
がお出迎えします」と、飲食店事業部の﨑山千晶（さきやまちあき）さん。

❶沸かしたほうじ茶の中で米を磨くように丁寧に作られる茶粥。❷割烹 六つ葵の、多彩
な付け合わせがそろう“紀州茶粥御膳”。❸「郷土料理である茶粥を絶やさないように作り
続けていきたい」と話す、料理長・津田忠昭（つだただあき）さん。

米
を
お
茶
で
炊
い
た〝
茶
粥
〟は
、和
歌
山
県
民
に
昔
か
ら
食
さ
れ
、親
し
み
を
込
め
て“
お
か
い
さ
ん
”

と
呼
ば
れ
て
い
る
。冬
は
熱
々
の
お
か
ゆ
が
体
を
温
め
、食
欲
が
減
退
す
る
夏
で
も
、冷
や
し
た
お
か
ゆ

は
さ
ら
り
と
い
た
だ
け
る
。白
粥
と
は
一
味
違
う
、心
と
体
に
じ
ん
わ
り
沁
み
渡
る
懐
か
し
い
味
。

ふ
る
さ
と
の
味

“
お
か
い
さ
ん
”

老
舗
茶
屋
の
挑
戦
が
生
ん
だ

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

（
取
材
協
力
：
割
烹 

六
つ
葵
）

Chagayu

4 1

6 35 2

でも香ばしくってウマイ！
あっさりさらっと、

天か
すと紅生姜がたまらん！

あっ
さり

和風スープとストレート麺、
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茶
粥

郷土の味覚地元で 愛される  A local specialty of
Wakayama.

安
政
元
年
創
業
の
老
舗
茶
屋
・
玉
林
園
が
運
営
す
る
飲
食
店
、“
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
”の
看
板
メ
ニ
ュ
ー“
て
ん
か
け
ラ
ー
メ

ン
”。麺
を
覆
い
隠
す
ほ
ど
の
天
か
す
が
イ
ン
パ
ク
ト
大
！
学
校
帰
り
に
仲
間
と
食
べ
た
り
、休
日
に
家
族
で
一
緒
に
楽
し
ん

だ
り
。地
元
の
人
で
あ
れ
ば
、一
度
は
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。

て
ん
か
け
ラ
ー
メ
ン

（
取
材
協
力
：
玉
林
園
）

Tenkake-ram
en
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　世界的旅行ガイドブック「ロンリー
プラネット」による、その年の最も旬な
旅行先を紹介する「Best in Travel 
2021」の「サスティナビリティー（持
続可能性）部門」において、読者投票
により「和歌山」が世界第1位に選出
されました。熊野古道をはじめ、高野
山、串本、白浜などの観光地や農業
体験、食文化が高く評価され、本県が
誇る豊かで美しい自然を背景に、地域
と観光資源が持続可能な形態で維

持されていることが選出のポイントにな
りました。
　 同じくロンリープ ラネット の

「Ultimate Travel List」が紹介す
る「世界の訪れるべき観光地トップ
５００」に熊野古道（第83位）と高野山

（第113位）が選出されました。同誌
のスタッフ、ライター、編集者などにより
ランキング形式で発表されるもので、
近年の流行や「持続可能な観光」と
いう観点から評価されました。

　世界的なワイン品評会である「イン
ターナショナル・ワイン・チャレンジ※

（International Wine Challenge）
２０２０」のSAKE部門で、平和酒造
株式会社（本社：和歌山県海南市）の

「紀土 無量山 純米吟醸」が最優秀
賞の「チャンピオン・サケ(Champion 
Sake)」を獲得し世界一に輝きました。
　約１４００点の中から受賞し、県内で
製造された日本酒が最優秀賞の評価
を得るのは初めてです。この「紀土 無
量山 純米吟醸」は、上品な香りと後味
のキレの良さが高く評価されました。ま
た同社は、出品した複数の日本酒全
てにわたって高評価を得た蔵元が選
ばれる「サケ・ブリュワー・オブ・ザ・イ
ヤー（Sake Brewer of the year）」を
2019年に続き、2年連続受賞しまし
た。

　　商品名：紀土 無量山 純米吟醸
　　使用米：特 A山田錦
　　精米歩合：５０％

アルコール度数：１５％

西御坊駅

南部
紀伊田辺

五條

加太駅 南海高野線

湯浅

アドベンチャーワールドアドベンチャーワールド

南紀白浜空港南紀白浜空港

那智山青岸渡寺那智山青岸渡寺
小山肆成顕彰公園小山肆成顕彰公園

虎島虎島

和歌の浦 観海閣和歌の浦 観海閣

玉林園玉林園

六つ葵六つ葵

一般社団法人
和歌山県猟友会
一般社団法人
和歌山県猟友会

加太加太

古田農園古田農園

貴志駅 総本山金剛峯寺
不動坂口女人堂

高野山

和歌山電鐵

慈尊院

丹生都比売神社

中津川 行者堂

大山崎I.C. 京都南I.C. 瀬田東J.C.T.

門真J.C.T. 久御山J.C.T.
京滋バイパス

第二京阪道路

すさみ南I.C.
すさみI.C.

日置川I.C.
南紀白浜I.C.

みなべI.C.

串本I.C.（仮）

有田南I.C.

和歌山南S.I.C.

和歌山J.C.T.

紀北かつらぎ
I.C.

紀の川I.C.岩出根来I.C.

橿原高田I.C.

阪和自動車道

紀勢自動車道

370
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「紀土 無量山 純米吟醸」が
「IWC２０２０」のSAKE部門で世界一

ロンリープラネット「Best in Travel 2021」、
「Ultimate Travel List」に和歌山が選出

問い合わせ／和歌山県観光交流課　電話／073-441-2789

高野山根本大塔 熊野古道大門坂

ふるさと納税で、元気なわかやまに。
ふるさと和歌山応援寄附

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000

１万円以上の寄附で和歌山を味わえる「梅干し」や「醤油」など、
プレミア和歌山の商品257品の中から贈呈！（県外にお住まいの方が対象）
※詳しくは、ふるさと納税サイト「ふるさとチョイス」をご覧ください。

旬の和歌山情報を
お届けします ！今号の「和」題

■和歌山県広報課
TEL．073-441-2032　FAX．073-423-9500
e-mail／nagomi-waka@pref.wakayama.lg.jp

■わかやま紀州館
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館B1F
TEL．03-3216-8000　FAX．03-3216-8002
e-mail／kishukan@wakayama-kanko.or.jp

和歌山県フォトライブラリー（写真貸出）

和歌山県PR動画（動画素材貸出）

和-nagomi- バックナンバー

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/photo/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/media/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/nagomi/

“WA!”
TOPICS

01
“WA!”
TOPICS

02

発見 ！！ 人物編こんなところに和歌山！？

問い合わせ／和歌山県食品流通課　電話／073-441-2813

山
頂
で
厳
し
く
育
て
ら
れ
た
小
玉
ス
イ
カ

「
休
む
暇
が
な
い
ほ
ど
忙
し
い
ん
で
す
よ
」と
い

う
ほ
ど
、年
中
通
し
て
色
ん
な
果
樹
を
栽
培
す
る

古
田
さ
ん
ご
夫
婦
。
後
ろ
に
広
が
る
の
は
山
頂

の
ス
イ
カ
畑
。和歌山県内のスーパーや産直市場などで販売。

令和元年度プレミア和歌山推奨品
審査委員奨励賞 受賞

　

７
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
出

荷
さ
れ
る
古
田
農
園
の
小
玉
ス

イ
カ
。「
栽
培
し
て
い
る
の
は
海

抜
４
０
０
m
の
山
頂
。気
温
は

平
地
よ
り
２
〜
３
度
低
く
寒
暖

差
も
大
き
い
の
で
、実
の
締
ま
り

が
よ
く
日
持
ち
が
い
い
ん
で
す

よ
。甘
み
は
も
ち
ろ
ん
、果
肉
の

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
が
人

気
で
す
」と
古ふ
る
た
ま
さ
は
る

田
真
敏
さ
ん
。

国
産
の
魚
を
原
料
に
し
た
肥
料

を
使
用
し
て
い
る
の
も
、美
味

し
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
の
ひ
と
つ
。

　

早
朝
に
収
穫
し
、昼
頃
に
は

店
頭
へ
と
並
べ
ら
れ
る
。「
つ
る

付
き
が
新
鮮
さ
の
証
で
す
。台

風
や
長
雨
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、山
頂
で
す
か
ら
、特
に
天
候

に
左
右
さ
れ
ま
す
。で
も
過
酷

な
環
境
で
育
て
た
方
が
、ス
イ

カ
も
鍛
え
ら
れ
る
の
か
、お
い
し

く
な
る
ん
で
す
よ（
笑
）」。

小玉スイカ（ひとりじめ7）
販売者／古田農園
住所／海草郡紀美野町津川549
電話／073-495-2570

残間里江子審査委員長
和歌山は自然豊かで、おいしいものがた
くさんあります。毎回審査が楽しみです。

和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）推奨制度
安心・安全を基本に幅広い分野で優れた県産品を“和歌山らしさ”、

“和歌山ならでは”の視点で推奨する。

プレミア和歌山

プレミア和歌山

  「和-nagomi-」はリサイクル適性Aランクの材料及び植物油を
　含有した印刷インキを用いて制作しています。 

日本初！天然痘の国産ワクチン製造
紀州が生んだ名医・小山肆成（こやましせい）とは！？

顕彰公園として整備されている肆成の生家跡。中
央に見えるのが顕彰を讃える石碑。

静かな山間にある日置川町（現白浜町）久木の集
落。左下に見えるのが肆成の生家跡。

顕彰会によって2012年に建てられた肆成
の功績を讃える石碑。肆成のワクチンはイ
ギリスのエドワード・ジェンナーの種痘開
発から半世紀遅れの 1849年に開発された
が、発病率はより低く世界的にも高評価を
受けているという。　

［問い合わせ先］白浜町教育委員会
住所／西牟婁郡白浜町1600
電話／0739-43-5830

Data ▲

小山肆成顕彰公園
（西牟婁郡白浜町久木）

　江戸時代後期、私財を投じ日
本初の国産天然痘予防ワクチ
ンを開発した、日置川町（現白浜
町）久木村出身の小山肆成とい
う医師がいた。徳川頼宣入国
時、関東八大豪族の一つで地士
の待遇を受けた小山家に生まれ
た肆成。当時大流行した天然痘
の悲惨さを憂いワクチン研究を
開始。長い歳月を費やし、ワクチ
ン開発に成功した。その後も医

師や多くの人々にワクチンの有
効性を訴え、普及に尽くした。天
然痘禍から日本人を救ったその
功績は、北の青洲（華岡）、南の
蓬洲（肆成の号）と称えられ、地
元小学校の副読本で今も語り継
がれている。

肆成が出版した「引痘新法全書（いんとうしんぽうぜんしょ）」。
ジェンナーの牛痘種痘論（ぎゅうとうしゅとうろん）を基に、中国
語で書かれた引痘略を日本語に翻訳したもの。

※インターナショナル・ワイン・チャレンジは
１９８４年に設立された世界的に最も権威あ
るブラインドテイスティング審査会の一つで、
２００７年にSAKE部門が創設されています。
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「きいちゃん」

　新たな経営体質への変革を求められ
る社会情勢の中、ニタマ駅長がこれま
での業績を評価され、執行役員ウルト
ラ駅長に昇進しました。昇進に伴い、
沿線の全14駅長を兼務します。鉄道
会社での猫の役員就任は、世界の猫
ブームを巻き起こしたと言われるたま駅
長以来11年ぶりです。
　厳しい経営状況にある地方鉄道に
おいて、「役員ねこ駅長」に大抜擢さ
れたニタマ駅長がこれからも明るく楽し
い話題を提供し続けます。

　２０２０年１１月２２日に体重１５７gで誕生したジャイア
ントパンダの赤ちゃん〝楓浜（ふうひん）〟。３０日齢で体
重が１ｋｇを超え、４６日齢で両目がしっかりと開きました。
４７日齢には保育器を卒業し、６０日齢頃になると前肢
で踏ん張り、上体を起こす行動も頻繁に見られるように
なりました。９３日齢で顎の左右に１本ずつ乳歯が生え
てきました。お母さんパンダの良浜（らうひん）の愛情を
受けすくすくと成長中です。

ニ
タ
マ
駅
長
、
執
行
役
員

ウ
ル
ト
ラ
駅
長
に
昇
進
！

楓
浜（
ふ
う
ひ
ん
）は
、

す
く
す
く
と
成
長
中
で
す

会社から正式辞令を受け取る「ニタマ駅長」。これからも会社の業績に貢
献しますニャー。

１６頭のパンダファミリーのお父さんであ
る永明（えいめい）へ、子供たちやお母さ
んパンダの顔が描かれた愛情たっぷりの
クッションがプレゼントされました。

お母さんパンダの良浜に抱っこし
てもらって幸せそうな楓浜。96日齢

（撮影日2021年2月26日）

辞令交付式に併せて、その記念も兼ねた
「キシカイセイプロジェクト」の第8弾とし
て、猫の肉球型「猫パンチ穴」のハサミが
入る記念切符が「硬券」で発売されます。

お問い合わせは、
和歌山電鐵（TEL.073-478-0110）へ。
駅長たまのツイッター @ekichoTAMA

［よんたまちゃんの貴志駅駅長代行勤務日］
ニタマ駅長の公休日（水・木曜）に
貴志駅にて勤務しております。

お問い合わせは、
アドベンチャーワールドインフォメーション 

（ナビダイヤル.0570-06-4481）へ。
公式ツイッター @aws_official
ホームページ https://www.aws-s.com/

和歌山のスーパーアイドル、
ニタマちゃんとパンダちゃんたちの

ほっこり近況報告
ep‌.15

和歌山県ホームページ　https://www.pref.wakayama.lg.jp/

元元気気日記日記
きいちゃんレポート




